
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 調査の概要 <P1> 

 

２ 本町の状況 

 （１）教科に関する調査の状況 

ア 小学校に関する状況  <P1> 

        イ 中学校に関する状況  <P1> 

    ウ 教科ごとの調査の状況 <P2> 

  （２）教科ごとの状況及び課題が見られた「問い」 

          ・小学校国語 <P3～p6> 

          ・小学校算数 <P7～P11> 

          ・中学校国語 <P12> 

          ・中学校数学 <P13～P15> 

          ・中学校英語 <P16～P19> 

  （３）児童生徒質問紙・学校質問紙に関する調査の状況 

       ア 学校運営に関する状況について  <P20> 

       イ 中学校英語に関する状況について <P21～P23> 

       ウ 自己変容の状況について（小６の時と中３時の３年間の経過から）<P24～P25> 

       エ これまでの回答状況の変化から  <P26～P29> 

  （４）質問紙と学力のクロス分析の状況から 

       ア 主体的、対話的で深い学びの視点に立った取組と正答率の状況 <P30> 

       イ 読書時間と正答率の状況    <P31> 

       ウ 自己有用感と正答率の状況   <P32> 

       エ ふるさと意識と正答率の状況  <P33> 

       オ 「新聞を読むこと」と正答率の状況 <P34> 

カ ほめる指導と正答率の状況<P35> 

キ 家庭学習と正答率の状況<P36> 

 

    ３ 今後の取組の方向性について <P37～P38> 
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１ 調査の概要 

（１） 調査の目的                                           

本調査は、香美町における児童生徒の学力や学習状況を分析・把握し、本町の教

育施策の成果や課題を検証し、その改善を図るとともに、各小・中学校における児

童生徒への教育指導の充実や学習・生活状況の改善等に役立てることを目的とする。 

なお、本調査において測定できるのは学力の特定の一部分であり、学校における

教育活動の一側面である。 

 

（２） 実施期日 平成３１年４月１８日（木） 

 

（３） 調査実施校数及び人数 

・小学校６年生：１０校 １２８人 

・中学校３年生： ４校 １５０人 

 

（４） 調査内容 

ア 教科に関する調査〔国語、算数・数学、英語(中学校)〕 

    今年度から、これまでの主として「知識」に関する問題と主として「活用」に関

する問題が一体的に出題されることとなった。また、英語(中学校)が初めて実施さ

れた。   

イ 生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査 

(ｱ) 児童生徒に対する調査 

(ｲ) 学校に対する調査 

 

２ 本町の状況 

（１）教科に関する調査の状況                                          

【調査結果の分析の基準】 

 

 

 

 

 

ア 小学校に関する状況 

教   科  
香美町の結果 

全国(公立)との比較 兵庫県(公立)との比較 

国  語 同程度 同程度 

算  数 下回る 下回る 

イ 中学校に関する状況 

教   科  
香美町の結果 

全国(公立)との比較 兵庫県(公立)との比較 

国  語 同程度 同程度 

数  学 同程度 同程度 

英  語 上回る 同程度 

※全国(公立)、兵庫県(公立)とは、参加した国公私立学校のうち、公立学校を対象としていることを示す。(以下、全国、

兵庫県と言う。) 

全国(公立)平均正答率を基準とした時の割合 全国(公立)や兵庫県(公立)と比較した時の表現 

＋5％以上 上回る 

±5％内 同程度 

－5％以下 下回る 
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ウ 教科ごとの調査の状況 

【調査結果の概略】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆小学校◆ 

(国語) 

◎必要な情報を得るために、本や文章全体を概観して効果的に読むことはで

きている。 

○各問いの正答率の傾向は、全国、兵庫県、香美町ともほぼ同じである。 

○無解答率が１０％を超えている「問い」の割合は、全国、兵庫県、香美町

とも同じ傾向にある。 

★学習指導要領の領域別では、「話すこと・聞くこと」、「書くこと」に課題が

ある。 

(算数) 

○各問いの正答率の傾向は、全国、兵庫県、香美町ともほぼ同じである。 

○香美町では無解答率が１０％を超えている「問い」はないものの、全国、

兵庫県では、全問いの約７％みられる。 

★学習指導要領の領域別では、「数と計算」、「量と測定」、「数量関係」に課題

がある。 

 
 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

◆中学校◆ 

(国語) 

◎学習指導要領の領域別では、「話すこと・聞くこと」、「読むこと」、「伝統

的な言語文化と国語の特質に関する事項」の「問い」で全国を上回るも

のがある。 

○各問いの正答率の傾向は、全国、兵庫県、香美町ともほぼ同じである。 

○全国、兵庫県、香美町とも無解答率が１０％を超えている「問い」はみ

られない。 

(数学) 

○各問いの正答率の傾向は、全国、兵庫県、香美町ともほぼ同じである。 

○全国、兵庫県、香美町とも無解答率が１０％を超えている「問い」の傾

向は同じである。 

★学習指導要領の領域別では、「関数」、「資料の活用」に課題がある。 

(英語) 

◎「書くこと」の領域では、問われていることが分かれば、自分の考え 

などをなんとか伝えようとする粘り強さや意欲がみられる。 

○各問いの正答率の傾向は、全国、兵庫県、香美町ともほぼ同じである。 

○無解答率が１０％を超えている問いが、「聞くこと」、「読むこと」、「書 

くこと」の「問い」の一部にみられ、その傾向は全国、兵庫県と同様 

である。 
 

 
 

 



- 3 - 

 

（２）教科ごとの状況及び課題が見られた「問い」 

   正答率が３０％以下の「問い」及び全国との正答率の差が５％を越えて低い「問

い」について分析を試みた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 正答率が３０％以下 全国との正答率の差が５％以上 領  域 

１-一  ○ 書くこと 

１-三 ○ ○ 書くこと 

１-四-(1)-ｱ  ○ 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 

３-一  ○ 話すこと・聞くこと 

３-二  ○ 話すこと・聞くこと 

３-三  ○ 話すこと・聞くこと 

３-四  ○ 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 

 

【良好と考えられる項目】 

◎目的に応じて、文章の内容を的確に押さえ、自分の考えを明確にしながら読む

こと。(大問２) 

【特に課題と考えられる項目】 

★目的や意図に応じて、自分の考えの理由を明確にし、まとめて書くこと。(大

問１の三) 

 

 

 

 

 

 

 

小学校 国語 
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解答の状況 

１- 一について 

・資料２、資料３について、それぞれの利用目的が適切に捉えることができていない児童が、そ

れぞれ１０％程度見られる。 

１- 三について 

・誤答率が一番高いのは、「２ 調査の内容と結果」の(１)からのみ言葉や文を取り上げて書いお

り、(２)から取り上げることができていない場合である。また、(１)と(２)から取り上げること

ができていない誤答も多く見られる。 

１- 四-(1)-ア 

・「対象」の「対」の字は書けているが、「象」の字がそれ以外の字になっている解答が約４５％

見られる。 

改善に向けて考えられる方策等 

〇 「調べたことを報告する文章を書く学習活動」では、次のようなことに留意しながら取り組

むことが考えられる。 

 ・身近な生活に題材を求めるなど、児童が調べて報告したいという思いを大切にする。 

 ・書くために必要な事柄を選び、構成表などを用いて文章の構成を考える。 

・目的や意図に応じたり、自分の考えの理由を明確にしたりするため、必要に応じて図表やグ

ラフなどを用いて効果的に書く。 

 ・構成表などをもとに記述し、自分自身で推敲する。 

・できあがった文章をお互いに読み合うなど、学び合う機会を設ける。 

・漢字を正しく使用するためには、必要に応じて辞書を活用する。 

 

 

 

 

 

 

 

正答(例)    １- 一〈資料２〉…「２」 〈資料３〉…「４」 

１- 三(例)(「なぜなら、」)公衆電話は、主にけいたい電話を使うことができないと

きに必要とされていたり、きん急のときにも使うことができたりするか

らです。 

１- 四-(1)-ア「対象」 
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正答(例)    ３- 一 「４」 

３- 二 「３」 

３- 三 (例) 

     (特に、)自分が一人前になったと思わず、次こそはもっとよいものを作

ろうと、挑戦し続けているところが心に残りました。(５５字) 

(特に、)実際に自分でやってみることを何度もくり返し、何とか親方の

ようになろうと修行をしていたところが印象に残りました。

(５８字) 

３- 四 「１」 
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解答の状況 

３- 一について 

・誤答で最も多いものは、「１ 十八歳から五十年間も、畳職人という仕事を続けることができ

たということでしょうか。」である。(１２．５％) 

３- 二について 

・誤答で最も多いものは、「２ 相手に質問する理由を理解してもらえるように、インタビュー

の目的を伝えてから質問している。」である。(１４．８％) 

 

３- 三について 

・正答の条件として、次の３つを満たす必要がある。「①大谷さんの仕事への思いや考えについ

て、【インタビューの様子】の大谷さんの発言から、言葉や文を取り上げて書いていること。

②インタビューとしてふさわしい言葉遣いで書いていること。③指定された字数で書いている

こと。」 

・誤答の多くは、制限字数では書けているものの、①または②のいずれかを満たしていない場合

である。 

３- 四について 

・誤答で最も多いものは、「４ 一生けん命がんばったから、あれこれ考えず気長に結果を待と

うよ。習うより慣れろだよ。」である。(１０．２％) 

 

 

改善に向けて考えられる方策等 

〇 自分が選んだ人物についてインタビューし、紹介し合う学習活動では、「目的に応じて質問

を工夫したり、話し手の意図を捉えながら聞いたりして、自分の考えをまとめることが大切で

ある。 

そのため、次のようなことに留意しながら学習活動に取り組むことが考えられる。 

 ・身近な人物で、児童がインタビューして紹介したいという思いを大切にする。その際、指導

者は、必要に応じてその人物の情報を児童に提供するなど、インタビューへのモチベーショ

ンを高める支援をする。 

 ・インタビューの目的を明確にし、聞き出したい内容を整理する。 

・整理した内容をもとに、児童同士お互いに質問の仕方について話し合いをする。 

 ・インタビューで得た情報を整理し、自分の考えなどをまとめる。 

・インタビューのまとめをお互いに紹介し合うなど、学び合う機会を設ける。 

・ことわざや慣用句の意味を理解し、正しい使い方ができるよう、必要に応じて辞書を活用し

たり、ノートやカードに記録したりするなど、日常的に意識して取り組む。    
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 正答率が３０％以下 全国との正答率の差が５％以上 領  域 

１-(3)  ○ 量と測定 

２-(2)  ○ 数と計算 数量関係 

２-(3)  ○ 量と測定 数量関係 

２-(4)  ○ 数と計算 数量関係 

３-(2) ○ ○ 数と計算 

３-(4)  ○ 数と計算 数量関係 

４-(1)  ○ 数量関係 

４-(2)  ○ 数と計算 

４-(3)  ○ 量と測定 数量関係 

【良好と考えられる項目】 

◎台形についての理解(大問１-(1)) 

◎棒グラフから、資料の特徴や傾向を読み取ること。(大問２-(1)) 

【特に課題と考えられる項目】 

★示された図形の面積の求め方を解釈し、その求め方の説明を記述すること。

(大問１-(3)) 

★加法と乗法の混合した整数と少数の計算をすること。(大問２-(4)) 

★示された計算のしかたを解釈し、減法の場合をもとに、除法に関して成り立

つ性質を記述すること。(大問３-(2)) 

 

 

 

 

 

 

算数 １ 図形の構成と筋道を立てた考察（台形）  

 小学校 算数 
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正答(例)   (次の①②③のすべてを書いていること)  

    ・「２０」は、長方形の面積を表しています。…① 

    ・「４」は、三角形の面積を表しています。…② 

    ・「２０－４」は、長方形の面積から三角形の面積を引いていることを表しています。 

…③ 

 

 

 
 

解答の状況 

・①②③のすべてを満たしている解答は、３６．７％である。 

・次に多い解答は、①②だけを書いており、③が書けていないものである。(１８．０％) 

改善に向けて考えられる方策等 

 ・図を基に式を表したり、図と関連付けて式の持つ意味を解釈したりする学習活動を取り入れ

る。 

 ・既習の面積の求積公式をもとに、図形をどのように捉えたのか説明し、思考の道筋を明らか

にしながら説明する学習活動などを工夫する。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正答(例) （２） ２（倍） 

    （３）【番号】１ 

       【わけ】１人当たりの水の使用量は、「市全体の水の使用量÷市の人口」で求める

ことができます。市全体の水の使用量は変わっていませんが、人口は増え

ています。したがって、１人当たりの水の使用量は、減っていることにな

ります。  

    （４） ７ 

 

 

 

算数 ２ 資料の特徴や傾向を読み取り判断すること（水の使用量）  
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解答の状況 

(２)について 

  ・「２(倍)」と解答している児童の割合は、７２．７％である。 

(３)について 

   ・正答の条件を満たしている児童の割合は４２．２％である。 

・「２」と解答し、市全体の水の使用量が変わらないことやそれに類する記述をしている児

童や記述できていない児童の割合が３５．１％見られる。 

(４)について 

   ・正答児童の割合は３６．７％である。 

・「１３」、「２．２または２２」と解答している児童が５６．３％見られ、特に、「２．２ま

たは２２」と解答している児童の割合が多い。 

 

改善に向けて考えられる方策等 

 ・複数の資料の特徴や傾向(本問の場合には、市全体の水の使用量と市の人口)を関連付けて考

察することの必要性に気付かせるとともに、そのことをもとに判断した理由を述べたり、記

述したりする学習活動を取り入れる。 

 ・誤答した児童の多くは、四則演算のルールを理解できていないと考えられる。同様の計算式

が出てきた場合、既習事項を再確認しながら学習活動をすすめるなどの工夫が求められる。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

算数 ３ 計算の仕方の解釈と発展的な考察（計算の工夫）  



- 10 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正答(例)   

（２）わられる数とわる数に同じ数をかけても、

わられる数とわる数を同じ数で割っても、商

は変わりません。 

（４）「い」(１ｍ分の代金) 

   

 

 

 

 

 

 

 

解答の状況 

(２)について 

  ・正答例のように、指定された「わられる数」「わる数」「商」の３つの言葉を使用して解答

している児童の割合は、２３．４％である。 

  ・誤答のうち最も多いものは、「わられる数」「わる数」については書けているが、「商」に

ついて書けていないもの、「わられる数」「わる数」について具体的な数字で書いているも

のなどである。(２１．９％)  

(４)について 

   ・正答児童の割合は３１．３％である。 

・「い １ｍ分の代金」以外の「あ」「う」「え」を解答している児童が同程度見られ、その

うち「う ６ｍ分の代金」と解答している児童の割合が多い。 

 

改善に向けて考えられる方策等 

 ・日常の学習活動の中でも、式の持つ意味を理解したり、計算に関して成り立つ性質を見出

し、言葉で表現したりするなどの工夫が求められる。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

算数 ４ 日常生活の事象を数理的に捉え判断すること（遊園地での待ち時間）  
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正答(例)   

（１）「エ」 

（２）「２０(秒)×１０(ポール)」 

（３）【求め方】 

     ９÷３＝３で、１ポール分進むには３分かかります。残り 7 ポール分なので、３×

７＝２１で、２１分間かかります。 

   【答え】２１(分間) 

   【番号】 １ 

 

 

 

 

 

 

 

解答の状況 

(１)について 

  ・「エ」と解答している児童の割合は、７７．３％である。 

  ・誤答のうち最も多いものは、「イ ５分後は何時何分になっているか。」を選択している場

合である。(１０．９％)  

(２)について 

   ・正答児童の割合は５３．１％である。 

・誤答のうち最も多いものは、「３６を使った式を解答している場合である。(２１．１％)  

(３)について 

   ・正答児童の割合は４９．２％である。 

・誤答のうち最も多いものは、正答の条件をいずれも満たしていない場合である。(２８．

１％) 

 

改善に向けて考えられる方策 

 ・日常の学習活動の中でも、事象を数理的に捉え、数学的に表現・処理し、得られた結果を振

り返り、意味づけしたり、活用したりすることができるよう工夫することが求められる。 
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※該当する「問い」は、ありませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校 国語 

【良好と考えられる項目】 

◎文章に表れているものの見方や考え方について、自分の考えを持つこと。(大問

１-三) 

◎話合いの話題や方向を捉えること。(大問２-一) 

◎書いた文章を読み返し、論の展開にふさわしい語句や文の使い方を検討するこ

と。(大問３-一) 

◎語の一部を省いた表現について、話や文章の中での適切な活用の仕方を理解す

ること。(大問４) 

【課題と考えられる項目】 

★文章の展開に即して情報を整理し、内容を捉えること。(大問１-二) 

★封筒の書き方を理解して書くこと。(大問１-四) 

★話合いの話題や方向を捉えて自分の考えを持つこと。(大問２-三) 
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 正答率が３０％以下 全国との正答率の差が５％以上 領  域 

６-(２) ○  関数 

８-(１)  ○ 資料の活用 

８-(２)  ○ 資料の活用 

【良好と考えられる項目】 

◎簡単な連立二元一次方程式を解くこと。(大問 2) 

◎平行移動の理解(大問 3 

◎簡単な場合についての確率を求めること。(大問 5) 

◎証明の根拠として用いられている三角形の合同条件や反例の理解(大問 7-

(1)(2)) 

【特に課題と考えられる項目】 

★事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を数学的に説明すること。(大問 6 

-(2)) 

★資料の傾向を的確に捉え、判断の理由を数学的な表現を用いて説明するこ

と。(大問 8-(2)) 

 

 

 

 

 

数学 ６ 事象の数学的な解釈と問題解決の方法（冷蔵庫）  

 中学校 数学 
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正答(例)   

（２）  

〈アを選択した場合〉 

 ・冷蔵庫Ｂと冷蔵庫Ｃについて、使用年数

と総費用の関係から連立方程式をつく

り、それを解いて使用年数の値を求め

る。 

 

〈イを選択した場合〉 

 ・冷蔵庫Ｂと冷蔵庫Ｃについて、使用年数

と総費用の関係を一次関数のグラフに表

して、その交点の座標を読み取り、使用

年数の値を求める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

解答の状況 

(２)について 

  ・正答生徒の割合は３０．０％、無解答生徒の割合は１２．７％である。 

・アを選択した場合の記述として、Ｂ，Ｃの冷蔵庫についての方程式をつくり、その連立方

程式を解き、使用年数の値を求めることがすべて書けていない誤答が多い。 

  ・イを選択した場合の記述として、「グラフを用いること」か「使用年数を読み取ること」

のいずれか一方しか記述していない誤答が多い。 

改善に向けて考えられる方策等 

 ・学習活動の中で問題解決のために数学を活用する方法を考え、言葉で説明できるようにする

などの工夫が求められる。 

 ・本問のような日常生活に役立つ問いを数学的に考えさせるなど、教材の工夫も求められる。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

数学 ８ 分布の傾向を読み取り、批判的に考察し判断すること（図書だより）  
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正答(例)   

(１)「１」 

(２) 〔例１〕 

・１日あたりの読書時間である２６分が、山の頂上の位置にないので、１日に２６分く 

らい読書をしている生徒が多いというのは適切でない。 

〔例２〕 

・度数が最大となる階級は１０分以上２０分未満の階級であるので、１日に２６分く 

らい読書をしている生徒が多いというのは適切でない。 

〔例３〕 

・１日あたりの読書時間である２６分が含まれる階級は、度数が最大となる階級では 

ないので、１日に２６分くらい読書をしている生徒が多いというのは適切でない。 

 

 

 解答の状況 

(１)について 

  ・誤答の「１１４」と解答している生徒は、読んだ本の最頻値と最頻値である１冊の本を読

んだ人数を混同していると考えられる。(６．０％) 

(２)について 

   ・正答生徒の割合は３２．７％、無解答生徒の割合は２２．７％である。 

  ・資料の傾向を的確に捉え、判断の理由を数学的な表現を用いて説明することに課題があ

る。 

改善に向けて考えられる方策等 

 ・日常の学習活動の中でも、生徒それぞれの考えを持ち寄り、グループで話し合う機会を設け

たり、話し合ったことを言葉でまとめ、発表したりするなどの工夫が求められる。 
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 正答率が３０％以下 全国との正答率の差が５％以上 領  域 

４ ○  聞くこと 

８ ○  読むこと 

９-（２）-② ○  書くこと 

９-（３）-② ○ ○ 書くこと 

１０ ○  書くこと 

【聞くこと】 正答率 8.7% 

 

 

 

 

(音声メッセージの内容) 

 

【良好と考えられる項目】 

◎情報を正確に聞き取ることができること。(大問１) 

◎情報を正確に読み取ることができること。(大問５，６) 

【特に課題と考えられる項目】 

★基本的な語や文法等を理解して正しく文を書くこと。(大問９) 

★与えられたテーマについて考えを整理し、文と文のつながりなどに留意して 

まとまりのある文章を書くこと。(大問８，１０) 

 

 

 

 

 

 

 

 

解答例  

You can try the judo club.   Why don’t you join the music club ? 

 

 

 

中学校 英語 
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・日頃の学習活動などにおいて、生徒と英語でやり取りする中で、把握した内容について

適切に応じているかを確認する機会を設けるなど、実際に聞いて応じる活動を体験的に

積み重ねる。 

解答例 We should not buy too much food.    

If I can’t eat everything , I can share it with others. 
 

 

 解答の状況 

・食糧を無駄にすることをやめるために自分が取り組めることを具体的に示していなかっ

たり、自分の考えを伝える上で支障となる語や文法事項等の誤りがあったりするため

に、伝えたい内容が理解できない生徒が約７０％弱いる。 

・正答には至らないものの、自分の考えをなんとか伝えようとする粘り強さや意欲は見ら

れる。 

 

 

・「読んで意味が分かること。」と「自分の考えを持ち、自分の言葉で表現できるようにな

ること。」を統合的に捉えて学習活動を工夫することが大切である。例えば、①英語で

読み取ったことをもとに、②日本語で自分の主張したいことをまとめる。③ペアやグル

ープで自分の考えを伝えたり、話し合ったりする。④最後に、話し合ったことを参考に

しつつ、自分の考えを英文にまとめあげていく。などの学習活動も考えられる。 

 

  

解答の状況 

・ニックができる部活動について、的確なアドバイスになっていないものや文法事項等の 

 誤りがあるために、伝えたい内容が理解できない解答が約５０％ある。 

・正答には至らないものの、自分の思いをなんとか伝えようとする粘り強さや意欲は見ら 

れる。 

 

 

 

 

 

【読むこと】 正答率 12.8% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パワーアップのポイント 

 

パワーアップのポイント 
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解答例  (2)-② We stayed    

(3)-② She lives in Rome. 
 

 

 解答の状況 

(2)-②について 

・「My family and I」がオーストラリアに行ったので、解答の主語は「We」とするところ

を「I」としている生徒が約１０％、無解答の生徒が約１１％みられる。 

・その他、誤答例としては、過去時制になっていないもの、肯定文になっていないもの、

などが見られる。 

(3)-②について 

・誤答例の多くは、動詞の活用形に誤りがあるもの(She live in ～)、語や文法事項等に誤

りがあるもの(She live Rome.)である。 

 

 

 

 

 

・コミュニケーションにおいて、時制や人称は大切な事柄であり、まとまりのある対話文

や文章の中で、ふさわしい時制や人称を考えさせたりする学習活動なども考えられる。 

・文法指導とコミュニケーション能力の育成を図る指導は対立するものではなく、円滑な

コミュニケーションを行うためにはどちらも必要不可欠である。このことを強く認識し

ながら授業改善に取り組むことが大切と考えられる。 

 

 

 

  

 人称、時制、動詞の活用などの文法知識を、実際のコミュニケーションの場面で 

活用することに課題があると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【書くこと】 9-(2)-②  9-(3)-② 正答率 27.5% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パワーアップのポイント 
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解答例  

【Ａ案を選んだ場合】  

I think A is better than B.  It shows a teacher and students in a 

classroom, so it looks like a school. I don’t think B is good because  

it looks like a library.  
 

 

 
解答の状況 

・正答の条件である「①どちらの案がよいか、１つ選んで意見を書いている。 ②選ん

だ理由等について、２つの案にふれながら書いている。 ③２５語以上の英語で書い

ている」の３つをすべて満たし、コミュニケーションに支障をきたすような誤りがな

い英文で答えている生徒は、ほとんど皆無である。 

・一方で、①、②の条件は満たしていないものの、③の条件は満たし、２５語以上の英

語で文章を書いた生徒が５９％(全国；４６．７％)いることから、自分の考えや理由

などをなんとか伝えようとする粘り強さや意欲はあると考えられる。 

  

 

・「話して書く」、「読んで書く」など、領域を統合した指導を工夫する。 

・書いた後の言語活動として、英文を生徒同士お互いに読みあったり、内容について質

問しあったりなどし、推敲する活動を取り入れる。 

・「書くこと」を意識した指導を多く取り入れる。 

・I,You など、人が主語になる場合のほか、無生物が主語になる場合などの文に慣れ親

しむ機会を設ける。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【書くこと】 正答率 0.7% 

 

 

パワーアップのポイント 
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（３） 児童生徒質問紙・学校質問紙に関する調査の状況 

ア 学校運営に関する取組状況(抜粋) 

        学校質問紙による回答結果から、香美町における取組状況は次の表のとおりで

ある。 
 ◆学校業務改善の状況について 

質問番号 質問事項 

小（２１）、中（２１） 学校として業務改善に取り組んでいますか。 

◆ＰＤＣＡサイクルの確立について 

質問番号 質問事項 

小（１７）、中（１７） 児童（生徒）の姿や地域の現状等に関する調査や各種

データ等に基づき、教育課程を編成し、実施、評価して改

善を図る一連のＰＤＣＡサイクルを確立していますか。 

◆学習指導等の計画作成時の教職員同士の協力について 

質問番号 質問事項 

小（２８）、中（２９） 学習指導と学習評価の作成に当たっては、教職員同士

が協力し合っていますか。 

◆学校運営の組織的取組について 

質問番号 質問事項 

小（３０）、中（３１） 学校運営の状況や課題を全教職員の間で共有し、学校

として組織的に取り組んでいますか。 

◆自校の分析結果の学校全体での活用について 

質問番号 質問事項 

小（６３）、中（７９） 平成３０年度全国学力・学習状況調査の自校の分析結

果について、調査対象学年・教科だけでなく、学校全体で

教育活動を改善するために活用しましたか。 

 

  

 よくしている。 どちらかといえば、している。 

小学校 ８校 ２校 

中学校 ３校 １校 

 よくしている。 どちらかといえば、している。 

小学校 ３校 ７校 

中学校 ２校 ２校 

 よくしている。 どちらかといえば、している。 

小学校 ４校 ６校 

中学校 ３校 １校 

 よくしている。 どちらかといえば、している。 

小学校 ５校 ５校 

中学校 ４校 － 

 よくしている。 どちらかといえば、している。 

小学校 ４校 ６校 

中学校 ２校 ２校 

〇 取り上げたどの項目においても、すべての学校が肯定的に回答しており、学校運営の円

滑化に向けて、学校長のリーダーシップのもと、教職員が一体となって取り組んでいる様

子がうかがえる。 
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イ 中学校英語に関する状況 

  今回、初めて実施された中学校英語に関する状況は、概ね次のとおりである。 

■生徒の興味関心等について【Q54～Q59;生徒質問紙から  Q25;児童・生徒質問紙から】 

Q54「英語の勉強は好きですか。」(単位；％ 以下同じ) 

 

                                               選択肢ごとの英語の平均正答率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q55「英語の勉強は大切だと思います。」 

 

選択肢ごとの英語の平均正答率 

 

Q56「英語の授業はよく分かりますか。」 

選択肢ごとの英語の平均正答率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

65.4 
63.9 

57.5 

49.2 

40.0

55.0

70.0
16.2 ポイント  

20.7 

22.7 

30.0 

32.0 

42.7 

38.7 

26.0 

22.7 

19.3 

21.3 

12.0 

12.0 

数学

国語

英語

英語の勉強は好きですか

当てはまる

どちらかといえば、当てはまる

どちらかといえば、当てはまらない

当てはまらない

52.7 

68.0 

67.3 

36.7 

28.7 

22.7 

10.0 

1.3 

8.7 

0.7 

2.0 

1.3 

数学

国語

英語

英語の勉強は大切だと思いますか

当てはまる

どちらかといえば、当てはまる

どちらかといえば、当てはまらない

当てはまらない

64.3 

58.0 

48.4 

52.4 

40.0

55.0

70.0

38.7 

40.7 

38.0 

45.3 

46.7 

47.3 

14.0 

10.7 

11.3 

2.0 

2.0 

3.3 

数学

国語

英語

英語の授業はよく分かりますか

当てはまる

どちらかといえば、当てはまる

どちらかといえば、当てはまらない

当てはまらない

67.3 

59.2 

52.9 
51.4 

40.0

55.0

70.0
15.9 ポイント  
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Q57「英語の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思いますか。」 

 

選択肢ごとの英語の平均正答率 

 

Q58「あなたはこれまで、学校の授業やそのための学習以外で、日常的に英語を使う機会(地域の人

や海外にいる人と英語で話す、英語で手紙や電子メールを書く、英語のテレビやホームページを見る、英会話教室に通うなど)が十分

にありましたか。」 

 

選択肢ごとの英語の平均正答率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q59「あなたは将来、積極的に英語を使うような生活をしたり職業に就いたりしたいと思いますか。」 

 

選択肢ごとの英語の平均正答率 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

43.3 

61.3 

66.7 

37.3 

29.3 

22.0 

14.0 

5.3 

9.3 

5.3 

4.0 

2.0 

数学

国語

英語

英語の授業で学習したことは、将来、

社会に出たときに役に立つと思いますか。

当てはまる

どちらかといえば、当てはまる

どちらかといえば、当てはまらない

当てはまらない

64.2 

56.6 
54.1 

52.4 

40.0

55.0

70.0

11.8 ポイント  

39.3 

37.3 

15.4 

18.0 

18.4 

21.3 

26.2 

24.7 

39.8 

36.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全国

香美町

当てはまる

どちらかといえば、当てはまる

どちらかといえば、当てはまらない

当てはまらない
66.0 

61.9 61.0 
58.8 

50.0

60.0

70.0

7.2 ポイント  

18.2 

11.3 

23.1 

26.0 

30.1 

38.0 

28.2 

24.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全国

香美町

当てはまる

どちらかといえば、当てはまる

どちらかといえば、当てはまらない

当てはまらない
66.9 

62.2 62.1 

56.6 

50.0

60.0

70.0
10.3 ポイント  
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〔分析及び考察〕 

〇３教科(国語、数学、英語)の中では、「英語の勉強が好き」と回答している生徒の

割合が最も多い。 

〇「英語の勉強が大切」と考えている生徒の割合は、９割に近い。 

〇「英語の授業がよく分かる」の問いに対して肯定的に回答している生徒の割合は、

国語、数学の割合と同程度である。 

〇「英語の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つ」と考えてい

る生徒の割合は９割に近い。 

〇英語に対する興味関心や授業の理解度に関する質問に肯定的に回答している生徒

の方が、平均正答率が高い傾向が見られる。 

〇「日常的に英語を使う機会が多い」「将来、積極的に英語を使うような生活をした

り職業に就いたりしたい」の問いに肯定的に回答している生徒は４割に近く、そ

れらの質問に肯定的に回答している生徒の方が、平均正答率が高い。 

◆領域別(「聞くこと」「読むこと」「書くこと」「話すこと」)の学習状況に対する回

答においても、肯定的に回答している生徒の方が平均正答率が高く、学校におけ

る指導の影響の大きさがうかがえる。(文部科学省による分析から) 

 

 

 

Q25「外国の人と友達になったり、外国のことについてもっと知ったりしてみたいと思いますか。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

39.2 

43.0 

29.4 

23.4 

19.8 

22.7 

11.6 

10.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全国

香美町

小 学 校

当てはまる どちらかといえば、当てはまる

どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

66.4 

33.0 

34.7 

29.4 

33.3 

21.9 

16.0 

15.5 

16.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全国

香美町

中 学 校

当てはまる どちらかといえば、当てはまる

どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

68.0 
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ウ 自己変容の状況について（小６時と中３時の３年間の経過から） 
質問紙の経年比較により、今年度の中学３年生（１５０名）の意識が、小学校６年生（１５７

名）の時（平成２８年度）と比較してどのように変化しているか追跡した。 

＜挑戦心、達成感、規範意識、自己有用感＞ 
＊数字は平成３１年度(令和元年度)生徒質問紙番号〔％ 上段；香美町 下段；（全国） 差は上段－下段〕 

質 問 事 項                 回 答 状 況 

小６時の回答状況 

（Ｈ２８年度） 

中３時の回答状況 

（Ｈ３１年度） 
全国との比較 

（±2%超で表記） 

(差Ｂ－差Ａ)  差Ａ  差Ｂ 

5) 自分には、よいところがあると思いますか。 
80.3 

(76.3) 
4.0 

80.7 

(74.1) 
6.6 

 

8) 将来の夢や目標を持っていますか。 
83.4 

(85.3) 
-1.9 

72.0 

(70.5) 
1.5  

9) ものごとを最後までやり遂げて、うれし

かったことがありますか。 

93.6 

(94.4) 
-0.8 

97.4 

(93.9) 
3.8 

 

13) 学校のきまり〔規則〕を守っていますか。  
93.0 

(91.5) 
1.5 

99.5 

(96.2) 
4.4  

15) いじめは、どんな理由があってもいけな

いことだと思いますか。 

98.1 

(96.6) 
1.5 

98.7 

(95.1) 
3.6 

 

16) 人の役に立つ人間になりたいと思いますか。 
96.1 

(93.8) 
2.3 

97.3 

(94.3) 
3.0 － 

18) 難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦

していますか。 

84.1 

(76.1) 
8.0 

76.6 

(70.3) 
6.3 － 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜学習に対する関心、意欲、態度＞ 

＊数字は平成３１年度(令和元年度)生徒質問紙番号〔％ 上段；香美町 下段；（全国） 差は上段－下段〕 

質 問 事 項              回 答 状 況 

小６時の回答状況 

（Ｈ２８年度） 

中３時の回答状況 

（Ｈ３１年度） 
全国との比較 

（±2%超で表記） 

(差Ｂ－差Ａ)  差Ａ  差Ｂ 

17) 家で自分で計画を立てて勉強していますか。 
66.9 

(62.2) 
4.7 

48.7 

(50.4) 
-1.7  

46) 算数・数学の勉強は好きですか。 
73.9 

(66.0) 
7.9 

52.7 

(57.9) 
-5.2  

47) 算数・数学の勉強は大切だと思いますか。 
95.5 

(91.9) 
3.6 

89.4 

(84.3) 
5.1 － 

48) 算数・数学の授業の内容はよく分かりますか。 
86.0 

(80.2) 
5.8 

84.0 

(73.9) 
10.1 

 

※) 算数・数学の問題の解き方が分からないとき

には、諦めずにいろいろな方法を考えますか。 

84.1 

(81.0) 
3.1    

49) 算数・数学の授業で学習したことは、将

来、社会に出たときに役立つと思いますか。 

95.5 

(89.9) 
5.6 

80.6 

(76.2) 
4.4 － 

 

 

〔分析〕 

〇  ３年間の成長過程の中で回答の割合が低くなっている項目はあるものの、全体的に自己

を肯定的にとらえ、夢や目標を持って何事にも挑戦しようとしている生徒の様子がうかが

える。今後とも、夢や志を持って取り組めるよう、更なるキャリア教育の推進などが求め

られる。 

〇  規範意識は、全国、香美町とも高まっている。特に、「いじめは、どんな理由があって

もいけないこと。」という意識が高い。これまでからの人権教育の充実による人権意識の

高揚によると考えられる。 
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＜学校生活等、基本的生活習慣、地域や社会に対する興味・関心＞ 
＊数字は平成３１年度(令和元年度)生徒質問紙番号〔％ 上段；香美町 下段；（全国） 差は上段－下段〕 

質 問 事 項               回 答 状 況 

小６時の回答状況 

（Ｈ２８年度） 

中３時の回答状況 

（Ｈ３１年度） 
全国との比較 

（±2%超で表記） 

(差Ｂ－差Ａ)  差Ａ  差Ｂ 

1) 朝食を毎日食べていますか。 
95.5 

(95.5) 
0.0 

98.0 

(93.1) 
4.9 

 

12) 学校に行くのは楽しいと思いますか。 
86.0 

(86.3) 
-0.3 

88.0 

(81.9) 
6.1 

 

11) 学級みんなで協力して何かをやり遂げ、

(学級みんなで話し合って決めたことなど

に協力して取り組み、)うれしかったことが

ありますか。 

94.3 

(86.3) 
8.0 

90.6 

(82.8) 
7.8 

 

－ 

※) 普段（月～金曜日）、１日当たりどれくら

いの時間、携帯電話やスマートフォンで通話

やメール、インターネットをしますか。（携帯

電話やスマートフォンを使ってゲームをする

時間は除く）※２時間未満の児童生徒の率 

42.0 

(50.7) 
-8.7   

 

◆ 携帯電話やスマートフォンを持っていな

い。 

49.7 

(38.9) 
10.8   

 

※) 地域や社会で起こっている問題や出来事

に関心がありますか。 

68.1 

(70.6) 
-2.5   

 

※) 地域や社会をよくするために何をすべ

きかを考えることがありますか。 
  

47.4 

(39.4) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔分析〕 

〇  中学生になり朝食を毎日食べる生徒が、小学校６年時に比較して増えている。 

〇  「学校へ行くのは楽しいと思うか。」の質問項目が復活し、小学校６年時と比較して「楽

しい」と肯定的に回答している生徒が増えている。 

○ 学校生活や基本的生活習慣については、高い回答率で概ね良好と考えられる一方で、

地域社会への貢献度については課題が見られる。地域の一員としての生き方を考える取

組や実践が、なお一層求められる。 

 

「全国との比較(±２％超で表記)」について 
 【中３時の差Ｂ－小６時の差Ａ】の割合が、２％を超えて高い場合に

は上向き矢印、２％を超えて低い場合には下向き矢印として表記して

いる。 

〔分析〕 

〇 小学校から中学校に進級し、教科も「算数」から「数学」に変わり、回答の割合は低

下傾向にある。義務教育段階での「算数・数学離れ」を克服していく方策が求められる。 

〇  「算数・数学の授業で学習したことは、将来、社会に出たとき役に立つ」と考えてい

る生徒が児童の時と比較して減少している。 

〇  算数・数学の学習をすすめるに当たっては、それらの教科の学習が、キャリア教育の

視点から日常生活と結びついている場面を児童生徒に提示したり、好奇心を持って学習

に臨んだりするなどの指導方法の工夫改善が求められる。 



- 26 - 

 

エ これまでの回答状況の変化から 

① 【読書活動について】（「３つの町民運動」関連） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 【将来の夢や目標について】（キャリア教育推進関連） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 今年度は、児童生徒とも読書時間が減少している。 

○ 小学校６年生時(平成２８年度)には「３０分以上読書する」と回答した割合が３１．

２％であったものが、中学校３年時には２４．７％にまで減少している。  

○ 児童生徒とも、１日当たりの読書時間と各教科の平均正答率との間には有意な相

関は見られなかった。(Ｐ３１参照) 

○ 今後とも「３つの町民運動」における「読書」の取組を着実に進めていくことが

求められる。 

見られなかった。 

 
 

（注）「読書が好き」の割合、             (注) 平日、学校の授業時間以外に３０分以上読書 

する児童・生徒の割合 

合の推移 

〇 今年度は、小学校は減少、中学校は微増している。 

○ 「将来の夢や目標を持っていますか。」の問いに対して、「当てはまる」、「どちら

かといえば、当てはまる」と回答している割合は、児童では８０％台程度で推移し

ている。一方、生徒では７０％前後で推移している。 

○ 今後とも、校種間の連携を図りつつ、一貫化教育の取組の中でキャリア教育の推

進体制の整備を図り、児童生徒が、社会の変化を乗り越え、高い志や意欲を持つ自

立した人間として、未来を切り拓いていく力を身に付けることができるよう取り組

んでいくことが求められる。 
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③【家庭学習について】（キャリア教育推進関連） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）児童…１時間以上（平日・土日とも）、生徒…２時間以上（平日・土日とも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 【自己有用感について】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 今年度は、香美町の中学校では微増しているが、小学校は微減している。 

○ 経年比較全体としてみれば、ゆるやかに右肩上がりになっており、保護者や教師

が子どものよいところを褒めたり、認めたりするなどして自信をもたせる取組によ

り、一定の成果が現れつつあると考えられる。 

○ 今後とも、家庭との連携を図るとともに、授業や学校行事など、様々な機会や場

を通して、子どもたちの成功体験を価値付けし、達成感や成就感を持たせる取組を

充実していくことが大切である。 

〇 学力とのクロス集計では、今回は明らかな相関関係は見られなかった。（Ｐ３２ 

（４）－ウ参照） 

○ 今年度、平日における児童の家庭学習の時間は、減少している。一方で、生徒

の学習時間は微増している。 

○ 生徒では、平日の家庭学習時間が「２時間以上」と回答している割合が、はじ

めて３０％台となった。「家庭学習のきまり」などによる啓発を通じて、家庭学習

の習慣化の取組が着実に成果を上げていると考えられる。 

○ 今後とも、キャリア教育推進の取組の一環として、「家庭学習」の重要性を児童

生徒に認識させるとともに、校区内の小学校・中学校が連携しあって取り組むこ

とが大切である。 

57.7 
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⑤【ふるさと意識の醸成について】（「ふるさと教育」推進関連） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥【教師が児童生徒のことを認めることについて】（「ほめる指導」「認める指導」関連） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 「先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思う。」と回答している児童

生徒の割合は、今年度、生徒はやや減少したが、児童はやや増加した。 

○ 「香美町教育の重点」に示された「ほめる指導」、「認める指導」の推進が浸透し

つつあることがうかがえる。 

〇 今後とも、脳科学の知見を生かし「ほめること」、「認めること」の大切さを保護

者などに啓発していくとともに、その実践充実に努め、児童生徒の内発的学習意欲

の向上に繋げる取組が求められる。 

○ これまで同様に、児童生徒とも、「今住んでいる地域の行事に参加していますか。」

の問いに対して、「当てはまる」、「どちらかといえば、当てはまる」と回答している

割合は高いが、児童の方が生徒よりも高く推移している。 

〇 今年度は、児童生徒とも９０％台に乗った。小・中学校とも、「ふるさと教育」の

取組成果が浸透しつつあることがうかがえる。 

〇 学力とのクロス集計では、生徒においては有意な差は見られなかったが、児童に

おいては、平均正答率が高い児童ほどふるさと意識が低く、逆相関の関係が見られ

た。（Ｐ３３ （４）－エ参照） 

（参考） 

「今住んでいる地域が好きですか。」（平成１９年度調査）の問いに対して、「当てはま

る」、「どちらかといえば、当てはまる」と回答している児童（小学校６年生）生徒

（中学校３年生）の割合は次のとおりである。 

児童 84.8％ 

生徒 73.1％ 

 

88.0 

84.8 
86.2 

91.3 91.0 91.7 
89.4 

87.7 

95.3 

79.0 
77.8 

79.3 
82.0 

84.7 

80.5 

84.4 
82.9 

92.6 

ふるさと意識の醸成について

小学校 中学校

71.7

87.2 88.8
80.7

85.2

72.9 73.8 74.8
85.3 83.3

Ｈ２６ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１(Ｒ元)

ほめる指導について

小学校 中学校
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⑦【新聞を読むことについて】（社会に対する興味・関心） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧【学校に行くことについて】（学校満足度関連） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○今年度、質問紙の項目が復活した。多くの児童生徒が「学校に行くのが楽しい。」と答

えている。また、生徒の「満足度」も復活している。 

○「どちらかといえばそう思わない」、「そう思わない」と答えている児童生徒が一定割合

いる。 

 平成３２年度   

小学６年生 ９３％ 

中学３年生 ８９％ 

（参考） 

     第２次香美町総合計画における施策指標では… 

 

         （注）平成２５年度は、香美町小・中学校は本質問番号を選択していないためデータなし  

○ 小学校・中学校とも「毎日読む」、「週に１回～３回読む」を合わせて、平成２６年

度からの３年間は、いずれも４０％に満たない程度であった。平成２９年度は、さら

に減少傾向にあったが、今年度、生徒は微増したものの、児童は依然として減少傾向

にある。平成２６年度頃の割合にまでは回復していないが、生徒については、一定の

指導の成果が現れていると考えられる。 

○ 教科の調査結果とのクロス集計では、新聞をよく読んでいる児童ほど国語・算数と

も平均正答率が高い傾向にある。 

〇 問題の意図を読み込む力などを身に付けるためには、日常生活の中で新聞の活字に

機会あるごとに触れたり、新聞を日々の授業実践の中で活用したりしていくことなど

が求められる。 

84.8 

87.9 

83.4 

86.0 

84.8 84.4 
82.8 84.0 

85.3 85.9 

77.2 

88.0 

Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｒ元

学校に行くことへの満足度について

小学校 中学校

37.6
34.6

38.9

25.2

30.7

21.8

34.1

37.7

28.2

14.9

22.5
23.3

Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１（Ｒ元）

新聞を読むことについて

小学校 中学校
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80.4 

66.2 

77.0 

62.3 
67.3 

52.7 

30.0 

14.3 

0%

50%

100%

国 語 英 語

69.6 

61.2 

47.5 

31.3 

0%

50%

100%

数 学

62.9 62.5 59.0 
54.8 57.7 

60.9 

0.0 

28.6 

0%

50%

100%

国 語 算 数

（４）質問紙と学力のクロス分析の状況から 
 

  ◆児童・生徒が回答した選択肢別の平均正答率 

質問番号 質問事項 

小（３５） 

中（３７） 

５年生までに受けた授業では(１，２年生のときに受けた授業では)，課題の解決に向けて，自分

で考え，自分から取り組んでいたと思いますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔分析及び考察〕 

〇 生徒は肯定的な回答を選択した方が、どの教科とも平均正答率が高い傾向にあり、相関が

認められる。児童については、生徒ほど顕著ではない。今後とも、主体的、対話的で深い学

びの視点に立った積極的な取組が求められる。 

〇 学校質問紙では、肯定的な回答をした学校が１２校、否定的な回答をした学校は２校であ

る。 

当
て
は
ま
ら
な
い 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
当
て
は
ま
ら
な
い 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
当
て
は
ま
る 

当
て
は
ま
る 

《生 徒》 

ア ＜主体的、対話的で深い学びの視点に立った取組と平均正答率の状況について＞ 

《児 童》 
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 ◆児童・生徒が回答した選択肢別の平均正答率 

質問番号  質問事項  

小（１９） 

中（１９） 

学校の授業時間以外に，普段（月曜日から金曜日），１日当たりどれくらいの時間，読書をしま

すか（教科書や参考書，漫画や雑誌は除く） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔分析及び考察〕 

〇 児童生徒ともに、読書時間数の多少とそれぞれの教科の平均正答率の相関関係に、大きな

有意差は見られない。 

52.9 53.6 

65.0 
60.0 

65.3 
59.7 57.6 58.4 56.8 

60.7 61.6 
56.8 

0%

50%

100%

国 語 算 数

61.3 
55.6 

60.8 
67.4 

61.4 
56.1 

0%

50%

100%

数 学

全
く
し
な
い 

１
０
分
よ
り
少
な
い 

１
０
分
以
上
３
０
分
よ
り
少
な
い 

３
０
分
以
上
１
時
間
よ
り
少
な
い 

１
時
間
以
上
２
時
間
よ
り
少
な
い 

２
時
間
以
上 

イ ＜「読書時間」と正答率の状況について＞ 

《児 童》 

《生 徒》 

64.0 61.9 

72.0 

57.1 

76.4 

59.3 

81.2 

62.8 

71.4 

63.2 

75.0 

60.8 

0%

50%

100%

国 語 英 語
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60.3 
63.4 

53.3 
59.4 

0%

50%

100%

数 学

55.4 57.3 
61.4 

58.0 
62.6 59.7 

54.8 

76.2 

0%

50%

100%

国 語 算 数

77.3 

63.7 

76.4 

61.6 
65.2 

54.8 

88.8 

60.1 

0%

50%

100%

国 語 英 語

 

  ◆児童・生徒が回答した選択肢別の平均正答率 

質問番号 質問事項 

小（5）、中（5） 自分には，よいところがあると思いますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔分析及び考察〕 

〇 いずれの教科においても、児童生徒とも自己有用感と平均正答率との間に有意な相関関係は

見られない。 

 

ウ ＜自己有用感と正答率の状況について＞ 

《児 童》 

《生 徒》 

当
て
は
ま
ら
な
い 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
当
て
は
ま
ら
な
い 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
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ま
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当
て
は
ま
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59.3 58.2 
60.9 

57.5 

66.0 64.3 

71.4 

78.6 

0%

50%

100%

国 語 算 数

76.5 

60.9 

78.3 

63.4 

74.3 

60.5 

45.0 

61.9 

0%

50%

100%

国 語 英 語

61.7 59.8 

50.0 
59.4 

0%

50%

100%

数 学

 

  ◆児童・生徒が回答した選択肢別の平均正答率 

質問番号 質問事項 

小（２３）中（２３） 今住んでいる地域の行事に参加していますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
〔分析及び考察〕 

〇 児童については、ふるさと意識と教科の平均正答率との間に逆の相関関係が見られる。 

○ 生徒については、有意な相関関係は見られない。 

〇 ふるさとの身近な自然や地域行事などに関心を持たせ、体験的に学ぶことが、学力の向上

にもつながることを意識して取り組ませたい。 

エ ＜ふるさと意識と正答率の状況について＞ 

《児 童》 

《生 徒》 

当
て
は
ま
ら
な
い 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
当
て
は
ま
ら
な
い 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
当
て
は
ま
る 

当
て
は
ま
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72.2 
68.3 

59.8 62.0 62.8 61.3 
56.4 54.8 

0%

50%

100%

国 語 算 数

56.3 

68.0 
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50%

100%
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68.9 

57.1 

82.7 

62.3 

81.3 

61.5 

71.4 

61.3 

0%

50%

100%

国 語 英 語

 

  ◆児童・生徒が回答した選択肢別の平均正答率 

質問番号 質問事項 

小（２２） 

中（２２） 
新聞を読んでいますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔分析及び考察〕 

〇 児童については、国語、算数とも新聞を読む頻度と平均正答率の間にはゆるやかな相関関

係が見られる。 

〇 生徒については、国語、数学において一部ゆるやかな相関関係が見られる。英語において

はどの区分においても、ほぼ同じ平均正答率である。 

〇 新聞を読む習慣は、昨年度からやや減少しており、今後とも新聞を読むことを日常生活の

一部として取り入れていくことが求められる。 

《生 徒》 

ほ
と
ん
ど
読
ま
な
い 

月
に
１
～
３
回
程
度 

週
に
１
～
３
回
程
度 

毎
日
読
む 

オ ＜「新聞を読むこと」と平均正答率の状況について＞ 

《児 童》 
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66.0 
59.6 

55.2 
47.3 

0%

50%

100%

数 学

60.1 59.2 60.7 59.0 

51.1 52.2 

63.1 61.9 
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81.1 

64.5 

73.8 

60.6 

70.0 

58.5 

70.0 

51.0 

0%

50%

100%

国 語 英 語

 

  ◆児童・生徒が回答した選択肢別の平均正答率 

質問番号 質問事項 

小（６）、中（６） 先生は，あなたのよいところを認めてくれていると思いますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔分析及び考察〕 

〇 ほめる指導について肯定的に回答している生徒ほど、いずれの教科の平均正答率とも高い傾向

にある。児童については、生徒ほどの相関は見られない。 

  

当
て
は
ま
ら
な
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ど
ち
ら
か
と
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え
ば
、
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て
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な
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ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
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て
は
ま
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当
て
は
ま
る 

《児 童》 

カ ＜ほめる指導と平均正答率の状況について＞ 

《生 徒》 
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 ◆児童・生徒が回答した選択肢別の平均正答率 

質問番号 質問事項 

小（１８） 

中（１８） 

学校の授業時間以外に，普段(月曜日から金曜日)、１日当たりどれくらいの時間、勉強をしま

すか(学習塾で勉強している時間や家庭教師に教わっている時間も含む) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

57.1 54.8 55.8 54.0 

64.7 65.6 

57.4 54.8 

45.2 

36.9 

0.0 0.0 

0%

50%

100%

国 語 算 数

〔分析及び考察〕 

〇 児童については、「１時間以上、２時間より少ない」が、国語、算数とも最も平均正答

率が高い。家庭学習の時間と平均正答率との間には、ゆるやかな相関関係が見られる。 

○ 生徒については、英語について家庭学習の時間と平均正答率との間に、明らかな相関関

係が見られる。 

44.6 

64.1 64.1 
55.9 57.5 

37.5 

0%

50%

100%

数 学

キ ＜家庭学習と平均正答率の状況について＞ 

全
く
し
な
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３
０
分
よ
り
少
な
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３
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分
以
上
１
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よ
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少
な
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１
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よ
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な
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３
時
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上 

《児 童》 

《生 徒》 

64.3 
58.5 

79.5 

65.7 

75.4 

62.3 

75.3 

58.8 

70.0 

48.1 

90.0 

38.1 

0%

50%

100%

国 語 英 語
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学校では 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜授業実践のポイント＞ 

□国語科を要としつつ、全ての教科等において発達段階に配慮した言語活動の充実を図る。 

□「めあて・学習課題や学習の流れ」の提示、「振り返り」活動を確実に取り入れる。 

□新学習指導要領改訂のポイントを踏まえるとともに、指導形態や指導方法の工夫改善を

図り、授業の展開の中に、「書く活動」、「発表や話し合う活動」などを積極的に取り入れ、

授業改善をすすめる。 

□ＩＣＴ機器の活用を図ったり、体験的な活動などを取り入れたりする。 

□「ほめる指導」、「認める指導」を大切にする。 

□個人カルテの活用などにより、一人もつまずきを見逃さない個別指導を推進する。 

指導力を高め合う組織づくりと学びの連続性のある取組を！ 
～ 小中連携、小中一貫化の取組を通した交流の質的高まりを図る ～ 

子どもたちの学びの連続性を保障するためには、校種間の枠を越え、義務教育９年間

を通して児童生徒に必要な資質・能力を育むことが求められています。そのため、調査

結果等を全職員で共有し、カリキュラム・マネジメントの視点に立った取組をすすめる

とともに、系統性を意識した組織的な授業改善につなげることが大切です。 

＜実践のポイント＞ 

□若手とベテランが学び合う同僚性の構築を組織的にすすめる。 

□中学校区で「目指す子ども像」を共有し、合同研修会などを通して指導方法や指導体制

等の工夫改善を図る。 

□９年間を見通したカリキュラムづくりや授業研究や研修会、乗り入れ授業などに取り組

むとともに、学習ルールや授業スタイルの共有化などを図る。 

□キャリア教育の視点から「家庭学習のきまり」を作成するなど、中学校区で学習への目

的意識を持たせる系統的な指導をすすめる。 

小規模校ならではの特色を生かした取組を！ 
～「学校間スーパー連携チャレンジプラン」を更に充実し、取組の質的向上を図る ～ 

小規模校のよさを生かし、きめ細かな指導をすすめるとともに、小規模校の課題を克

服し、子どもたちの主体性、望ましい競争心などを育てることが大切です。そのために、

「学校間スーパー連携チャレンジプラン」に取り組み、多人数の学習集団や複数教員に

よる複眼的な指導により子どもたちの学力や人間関係力を高めていきます。 

＜実践のポイント＞ 

□事前、事後の打合せや研修を充実させるとともに、他校の教員の実践からも学び合

うなど、自らの授業改善に生かす。 

□これまでの取組成果や課題の可視化を図り、次の取組につながる検証や評価などに

取り組む。 

□平成２５年度からスタートし、７年目を迎えた本事業の成果を継承するとともに、

課題解決のために設置した「チャレンジプラン総合会議」での協議を踏まえ、今後

の取組の充実を図る。 

魅力ある授業づくりを！  
 ～「学ぶ授業」から「学び合う授業」へ、授業の質的転換を図る ～ 

児童生徒の「学びに向かう力」を高めるためには、安心して共に学び合う学校環境

の整備を進めるとともに、指導者は子どもたちの実態や教室での事実に学び、学力や

学習状況の把握に基づく、きめ細かな学習指導に取り組むことが大切です。 

３ 今後の取組の方向性について 
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＜実践のポイント＞ 

□規律ある生活（早寝、早起き、朝ごはん等）、家庭内での対話の習慣化 

□家庭学習の習慣化（「ながら勉強ゼロ」など） 

□家庭で読書等に親しむ環境づくり（「親子で読書」、「新聞を読むこと」の習慣

化など） 

□スマートフォンなど情報通信機器利用に関するルールづくり 

□努力すること、最後までやり抜くことの大切さを伝える。  

□子育て、しつけの中での「ほめる」、「認める」の実践 

□地域行事やボランティア活動などへの参加を通した「ふるさと意識」や社会貢

献意識の醸成 

□「あいさつ運動」の推進や「ふるさとものしり博士」などによる学校支援 等 

 

 

行政では 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家庭は子どものよりどころ、すべての教育の出発点  

      地域の子どもは地域で育てる機運を盛り上げよう！ 
   

子どもたちが安心して学びに向かうためには、学校にとって家庭や地域の協力は

不可欠です。家庭で読書や家庭学習などに積極的に取り組んだり、家の人と学校の

出来事について話をしたりする児童生徒ほど、学力・学習状況調査の正答率は高い

傾向にあります。 

また、地域には学校での学習につながる教育・学習資源や人材が豊富です。地域

に学び、子どもたちのふるさと意識を醸成していくことは、将来の香美町を支えて

いくためにも大切です。「オープンスクール」、「学校版教育環境会議」など、様々な

機会や場を通して、学校と家庭・地域がいっしょになって子どもたちの未来を考え、

共に育んでいきましょう。 

〇各種研修会の実施による教員の指導力等向上への支援 

〇町ホームページ、町広報誌などによる情報提供 

〇各種事業の実施（ふるさと教育交流会、ふるさとおもしろ塾、土曜チャレンジ

学習、ふるさと給食試食会など） 

〇学校等の施設設備など、教育・学習環境の充実 等 

家庭・地域では 

学校・家庭・地域への支援を！ 

 
教育委員会では、「ふるさとに学び 夢や志を抱き ふるさと香美を大切にする

人づくり」を目指し、「香美町教育振興基本計画」や「香美町教育の重点」に基づ

き、香美町の教育を推進していきます。そのために、各学校の教育充実を図ると

ともに、家庭・地域での様々な取組を支援していきます。 

◆問題文や各質問紙の詳細は、国立教育政策研究所のウェブサイトで 

見ることができます。 

http://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.html 

 



 




